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圧入工法の概要
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「インプラントＮＡＶＩ」の特徴
・杭精度管理システム「インプラント NAVI」は、トータルステーションで杭上
部に設置した360度プリズムの測定と杭上下部のノンプリズム測定により、
杭の貫入深度、変位・傾斜、杭位置をリアルタイムで管理するシステムです。



「インプラントＮＡＶＩ」の特徴



「インプラントＮＡＶＩ」の特徴



「インプラント ＮＡＶＩ」の構成機器」



0.5mm 超高精度な測距
0.5” 超高精度な測角 （NET 
05AXⅡ）

自動視準精度1” （反射プリズム使用時）

PCオンラインによる遠隔操作が
可能
スキャンサーチ機能
変位計測に向けた高い耐久性

3D Station

NET 05AXⅡ

「インプラント ＮＡＶＩ」の構成機器



「インプラントＮＡＶＩ」の特徴
・鋼管の上端中心に設置した３６０°プリズムをＴＳで追尾し連
続的に杭上端中心の３次元座標を精密に計測。



「インプラントＮＡＶＩ」の特徴
・鋼管停止時（チャック掴み
替え）に圧入機より信号を
受信し、静止した杭の上下
部の水平周面各2点（ﾉﾝﾌﾟ
ﾘ）の座標値をＴＳにより計
測し、鋼管上下部の中心座
標を計算し、鋼管杭の傾斜
を計算。



「インプラントＮＡＶＩ」の特徴
・無線により圧入機とデータ共有（圧入管理データ）して
おり高精度の施工管理・出来形報告をCAD図で対応可。

高知海岸写真



電子納品用に
フォーマット化

インプラント NAVI

CAD上に杭の実測値を
プロット

インプラントNAVIと
Excelを連携



電子納品用にフォーマット化

杭精度管理システム「インプラント

NAVI」により、貫入深度や変位、傾

斜を高精度に計測。管理データはリ

アルタイムに計測用PCに送られる。

リアルタイムに送られた計測データは

電子納品用に半自動でフォーマット

化される。



CAD上に杭の実測値をプロット

更に、リアルタイムに送られた計測

データはCAD図面上に自動的にプ

ロットされ、杭の実測値が描画される。

DWGの形式で書きだされて、データ

の互換性の面でも問題はない。



現場の航空写真を張り付け

図面のほかに、現況地形を3Dで作

成し、航空写真を張り付ける機能が

ある。



現況地形の3D表現

3Dで作成された現況地形によって、

図面上の該当の箇所が現場におい

てどの場所にあるかユーザーに分か

りやすくなる。



３Dモデルで管理

杭の半径や座標値、杭長などがわか

るので、自動的に３Dモデルを作成す

ることが可能。

3Dモデルにおいても、Excelを使った

属性管理をすることができる。



ScanSurveyZとExcelの連携

ScanSurveyZとExcelを連携すること

ができ、双方向的に属性の確認がで

きる。ScanSurveyZ側で杭をクリック

すれば、該当のExcelの情報を見るこ

とができ、逆にExcel側で該当のセル

をクリックすればScanSurveyZにお

いてその杭にズームし、ハイライトさ

れる。



広島県広島市 堤防改良工事



愛知県みよし市 ため池堤体補強工事



東京都墨田区 護岸改修工事



「インプラントＮＡＶＩ」のメリット

元 請

• 杭の施工管理と出来形作成の省力化が図れる

• 施工管理・出来形作成のコスト縮減ができる

• 発注者への技術提案することで評価点となる
（受注後の創意工夫、入札時の評価加点など）

圧入業者 元請からの信頼度向上

レンタル



NETIS登録番号：SK-170006-A

ＰＰＴシステム



①圧入データの
計測･取得･解析

②圧入施工条件の
最適化を判断

④自動運転

③圧入条件の設定

地下の可視化
⑤地盤情報の評価

ＰＰＴシステムの概要

自
動

自
動

自
動

自
動



PPTシステムデータをＮ値に換算
単独圧入の場合

先端抵抗、周面摩擦に換算

経験式で換算
（国内で多く用いられている）

１．ＰＰＴＳ（Press-in Piling Total System）データ取得

２．ＣＰＴ（コーン貫入試験）に換算

３．ＳＰＴ（標準貫入試験）のＮ値に換算

地盤情報の評価手順



圧入力 トルク 圧入時間 推定Ｎ値

情報端末

地盤情報の評価手順
① 圧入データの計測･取得･解析１．ＰＰＴＳ（Press-in Piling Total System）

データ取得



圧入データを先端抵抗
と周面摩擦抵抗に分離

地盤情報の評価手順
２．ＣＰＴ（コーン貫入試験）に換算 １．ＰＰＴＳ（Press-in Piling Total System）

データ取得



Ｎ値に変換

ＰＰＴＳのＮ値推定値 既存ＳＰＴのＮ値ＣＰＴ先端抵抗qt(MPa)

地盤情報の評価手順 PPTS≒CPT≒SPT

ＰＰＴＳ先端抵抗qt(MPa)

Φ318.5㎜閉端鋼管杭の
PPTSデータからN値と土質を
推定した例（実証試験結果）

３．ＳＰＴ（標準貫入試験）のＮ値に換算２．ＣＰＴ（コーン貫入試験）に換算



オーガー併用圧入の場合
圧入力とオーガートルクの情報から、杭／矢板先端部で
消費されるエネルギーを算出し、Ｎ値に換算する

《事例 1》 《事例 ２》

（Ｃ）オーガー併用圧入(Φ450㎜オーガーヘッドを用いた先行掘削）の
PPTSからN値と土質を推定した例

PPTS(方法1)

PPTS(方法2)

PPTS(方法1)

PPTS(方法2)

地盤情報の評価手順



地下の可視化が可能

地盤情報の評価



評価事例

地盤情報の評価事例



圧入条件：

 圧入速度
 引抜速度
 引抜ストローク
 圧入ストローク
 回転数

など

ＰＰＴＳ自動運転の特長

②圧入施工条件の最適化を圧入機が自動で判断

PPTS自動運転

ＰＰＴＳデータ



従来の自動運転との違い

圧入機運転モード

③圧入条件の設定



手動運転

多機能モニターラジコン

自動運転の効果

オペレータの負担が
軽減される

地盤条件によっては
施工速度が向上

最適なオペレーションが可能

情報端末 G-Terminal



自動運転の効果

過大な力での打ち抜き作業 適正な力での打ち抜き作業



ＰＰＴシステム自動運転は i-Construction に活用できる技術

ＰＰＴシステム自動運転と手動運転の比較



ＰＰＴシステム自動運転活用の効果



ＰＰＴシステム対応機種



圧入工法における施工データの利用に関する技術資料
Ⅰ.地盤情報の推定

国際圧入学会
2017年11月発刊
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- END -

ご視聴ありがとうございました
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